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北側出入口

計量棟

ごみ
搬入車両
スロープ

工場棟

南側出入口

管理棟
および
地域貢
献施設

 

当
初
建
設
候
補
地
の

 

交
渉
が
難
航

　
平
成
18
年
12
月
、
岐
阜
羽
島
衛

生
施
設
組
合
は
、
次
期
ご
み
処
理

施
設
の
建
設
候
補
地
を
「
羽
島
市

南
部
北
東
地
域
」
と
発
表
し
ま
し

た
が
、以
降
の
用
地
交
渉
は
難
航
。

そ
の
後
も
、
候
補
地
域
と
の
調
整

や
説
明
会
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　
平
成
25
年
度
に
は
、
ご
み
処
理

施
設
問
題
に
関
す
る
「
ご
み
と
暮

ら
し
を
考
え
る
会
」を
３
回
開
催
。

市
民
の
ご
意
見
を
伺
う
な
ど
、
合

意
形
成
に
向
け
て
尽
力
し
ま
し

た
。
し
か
し
、
発
表
さ
れ
た
候
補

地
で
の
施
設
建
設
を
進
め
る
こ
と

が
困
難
な
状
況
で
し
た
。

 

新
た
な
用
地
を
公
募

　
硬
直
し
た
事
態
を
解
消
す
る
た

め
、
平
成
27
年
１
月
に
新
た
な
建

設
用
地
の
公
募
を
開
始
。
複
数
の

地
域
か
ら
問
い
合
わ
せ
や
応
募
の

検
討
等
が
あ
り
ま
し
た
が
、
建
設

候
補
地
の
決
定
に
は
至
り
ま
せ
ん

で
し
た
。

　
一
方
で
、
未
利
用
地
の
活
用
方

策
が
課
題
と
な
っ
て
い
た
平
方
第

二
土
地
区
画
整
理
組
合
（
羽
島
市

も
事
業
化
を
支
援
）
に
よ
る
土
地

区
画
整
理
事
業
が
進
展
。
地
区
内

に
次
期
ご
み
処
理
施
設
を
誘
致
で

き
る
面
積
の
保
留
地
を
確
保
で
き

る
こ
と
が
判
明
し
ま
し
た
。

　
地
権
者
の
皆
様
の
ご
理
解
と
ご

協
力
も
あ
り
、
平
成
28
年
３
月
に

同
土
地
区
画
整
理
組
合
か
ら
、
保

留
地
へ
の
次
期
ご
み
処
理
施
設
誘

致
の
要
望
書
が
提
出
さ
れ
ま
し

た
。

　

こ
の
要
望
書
の
提
出
を
受
け
、

当
市
か
ら
新
候
補
地
を
岐
阜
羽
島

衛
生
施
設
組
合
に
報
告
。
同
施
設

組
合
に
お
い
て
用
地
選
定
委
員
会

を
設
置
し
、
第
三
者
に
よ
る
比
較

評
価
の
結
果
を
踏
ま
え
、
平
成
28

年
６
月
、
同
施
設
組
合
管
理
者
か

ら
新
た
な
建
設
用
地
を
「
福
寿
町

平
方
地
区
」
に
決
定
し
た
こ
と
が

発
表
さ
れ
ま
し
た
。

 

稼
働
開
始
時
期
を
１
年
短
縮

 

● 

整
備
事
業
の
進
展

　
同
施
設
組
合
は
、
平
成
30
年
３
月
に
次

期
ご
み
処
理
施
設
整
備
基
本
計
画
を
策
定

し
、
令
和
10
年
４
月
の
稼
働
開
始
を
目
指

し
て
環
境
影
響
評
価
な
ど
の
事
務
手
続
き

を
進
め
て
き
ま
し
た
。

 

● 

都
市
計
画
の
変
更

　
羽
島
市
が
事
務
手
続
き
を
進
め
る
責
務

の
あ
る
都
市
計
画
変
更
は
、
環
境
影
響
評

価
と
並
行
し
て
事
務
を
進
め
期
間
短
縮
に

努
め
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
当
初
の
予
定

よ
り
前
倒
し
し
て
都
市
計
画
の
変
更
を
行

う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

 

● 

建
設
用
地
の
取
得

　
同
施
設
組
合
で
は
、
地
権
者
で
あ
る
羽

島
市
平
方
第
二
土
地
区
画
整
理
組
合
と
建

設
用
地
に
関
す
る
覚
書
を
締
結
。
令
和
３

年
３
月
29
日
に
、用
地
を
取
得
し
ま
し
た
。

こ
の
手
続
き
に
よ
り
、
予
定
よ
り
早
く
事

業
が
進
め
ら
れ
ま
し
た
。

 

● 

整
備
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
変
更

　
当
初
、
施
設
の
稼
働
は
令
和
10
年
4
月

と
し
て
い
ま
し
た
が
、
早
期
の
完
成
・
稼

働
に
向
け
て
、
一
部
事
務
手
続
き
を
前
倒

し
て
実
施
す
る
な
ど
努
力
を
重
ね
た
結

果
、
整
備
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
が
１
年
短
縮
さ

れ
、
稼
働
開
始
を
令
和
９
年
４
月
と
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

 

関
連
施
設
も
併
せ
て
整
備

　
ご
み
処
理
施
設
以
外
に
も
、集
会
施
設
、

入
浴
施
設
、
休
養
室
、
調
理
室
、
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
ル
ー
ム
、
多
目
的
広
場
な
ど
地
域

住
民
が
利
用
可
能
な
地
域
貢
献
施
設
が
整

備
さ
れ
、
災
害
時
に
は
避
難
施
設
と
し
て

も
活
用
で
き
ま
す
。
ま
た
、
管
理
棟
に
は

環
境
学
習
（
見
学
）
が
で
き
る
施
設
も
整

備
さ
れ
ま
す
。

　
な
お
、
ご
み
処
理
施
設
で
発
電
さ
れ
た

電
力
は
、
売
電
す
る
ほ
か
関
連
施
設
で
も

利
用
さ
れ
ま
す
。

 

運
営
期
間
は
20
年

　
運
営
期
間
は
20
年
間
で
す
が
、
施
設
は

約
30
年
使
用
す
る
こ
と
を
予
定
し
、整
備・

運
営
が
行
わ
れ
ま
す
。

 

施
設
パ
ネ
ル
展
示

　
次
期
ご
み
処
理
施
設
の
概
要
や
地
域
貢

献
施
設
の
イ
メ
ー
ジ
図
、
起
工
式
の
様
子

な
ど
を
市
役
所
ロ
ビ
ー
に
展
示
し
ま
す
。

期
間　
5
月
8
日
～
16
日（
開
庁
日
の
み
）

 

問
い
合
わ
せ
先

生
活
環
境
課
（
内
線
２
１
２
３
）、
岐
阜

羽
島
衛
生
施
設
組
合
☎
（
２
７
８
）
７
３

２
０

次期ごみ処理施設

施設概要

事業主体  岐阜羽島衛生施設組合

建設地  羽島市福寿町平方地内

敷地面積  約 31,500㎡

主な施設  ●工場棟、計量棟
 ●管理棟および地域貢献施設、多目的広場

処理方法  ストーカ式焼却炉

施設規模  130 ｔ / 日（65 ｔ / 日× 2 炉、24 時間稼働）

稼働開始  令和 9 年 4 月 1 日

これまでの歩み　１年前倒しで完成予定　
項目 令和 5 年度 令和 6 年度 令和 7 年度 令和 8 年度 令和 9 年度

実施設計

準備工事
（仮囲・仮設工事）

土木建築工事

プラント工事

試運転

運営期間

令和 6 年 3 月完了

令和 6 年 3 月着手

令和 6 年 4 月着手

令和 7 年 8 月頃着手

令和 8 年 10 月頃

事業主体は
岐阜羽島衛生施設組合

次期ごみ処理施設は、地方自治法で定められた特別地方公共団体
である岐阜羽島衛生施設組合が事業主体となって事業を行ってい
ます。同施設組合は、普通地方公共団体と同様に議会が設置され、
施設整備に関わる予算等の承認を受け、施設稼働に向けた設計・
工事等を進めています。

施設稼働は
令和 9 年 4 月

4 月 11 日には次期ごみ処理施設の起工式が行われました。上表
の設計・工事スケジュールを経て、令和 9年 4月に稼働を開始
する予定です。

令和 9 年 4 月から 20 年間

南部地域包括支援センターを開設高齢者の相談窓口

施設住所
下中町石田 687
（やすらぎ苑敷地内）

☎（260）5021
利用受付
月曜日～金曜日
（祝日・年末年始を除く）
午前 8時 30分～
午後 5時 15分
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地域包括支援センターは、高
齢者が住み慣れた地域で生活
できるように、保健師、社会
福祉士、主任ケアマネジャー
等の専門職が介護、健康・福祉、
医療・生活に関するさまざま
な相談を受け付けています。

包括支援センターとは

堀津町、上中町、下中町、桑
原町の人を担当します。その
他の地区の人は、福祉ふれあ
い会館（福寿町浅平 3-25）の
羽島市地域包括支援センター
☎（394）2521 をご利用く
ださい。

担当する地区 対応する相談ごと

・腰痛で、一人暮らしが大変
・退院後の生活が心配
・家族や知人の認知症が心配
・近所から怒鳴り声がする
・介護保険サービスについて
・家族の介護について不安
・終活について気になる

用地決定
までの

経緯

施設配置図

 

福
寿
町
平
方
の

 

土
地
区
画
整
理
区
域
に

 

建
設
決
定



試験区分 採用人員 受験資格 申込受付期間 試験日程

土木C 若干名
昭和 60 年４月２日以降に生まれた人で、以下の条件を全て満たす人
①高校卒業以上で、土木に関する専門課程を修めた人
②民間企業等で土木職としての職務経験が 5年以上ある人 5月10日～

11月29日 随時

幼稚園教諭 若干名
昭和 55年４月２日以降に生まれた人で、以下の条件を全て満たす人
①幼稚園教諭免許を有する人
②幼稚園教諭としての職務経験がある人

注意事項
1　�学歴は受験資格のとおりです。ただし、資格・免許職は資格・免許の取得が採用条件となります。
2　一般事務Ｃ・土木Ｂ・消防Ｂ・自己推薦Ｂは、大学卒業以上の学歴を有する人（卒業見込みを含む）は受験できません。
3　全ての試験区分で、次のいずれかに該当する人は受験できません。
　・日本の国籍を有しない人
　・禁固以上の刑に処せられ、その執行を終わるまで、またはその執行を受けることがなくなるまでの人
　・羽島市職員として懲戒免職の処分を受け、当該処分の日から２年を経過しない人
　・�日本国憲法施行の日以後において、日本国憲法またはその下に成立した政府を暴力で破壊することを主張する政党
その他の団体を結成し、またはこれに加入した人

4　看護師の採用試験は、本号に第3回のみ掲載していますが、第1回・第2回で定員に達した場合は試験を実施しません。
5　この試験案内に掲載する各試験を併願することはできません。
6　随時採用・看護師採用は、申込受付期間内であっても、採用の状況によっては募集を終了する場合があります。
7　専門職としての採用であっても、一般事務に異動になる場合があります。	
問い合わせ先　市役所区分・随時採用　職員課（内線 2373）、市民病院区分　市民病院総務課☎（393）0111

試験区分 採用人員 受験資格 申込受付期間 試験日程

市
役
所

一
般
事
務

A 5人程度 平成 9年 4月 2日以降に生まれた人（大卒以上） 5月27日～6月28日 7月14日（日）
B

若干名
昭和 60年 4月 2日から平成 7年４月１日までに生まれた人（大卒以上）

8月5日～9月6日 9月22日（日）
C 平成 11年 4月 2日以降に生まれた人（高卒または短大卒）

土
木

A 2人程度 平成 4年 4月 2日以降に生まれた人
（高専または大卒以上で、土木に関する専門課程を修めた人） 5月27日～6月28日 7月14日（日）

B 若干名 平成 9年 4月 2日以降に生まれた人
（高卒で、土木に関する専門課程を修めた人）

8月5日～9月6日 9月22日（日）

消
防

A
3人程度

平成 9年 4月 2日以降に生まれた人（大卒以上）
B 平成 13年４月２日以降に生まれた人（高卒以上）

幼稚園
教諭 2人程度 平成 9年 4月 2日以降に生まれた幼稚園教諭免許を有する人（令和 6年

度中に免許取得見込みの人を含む）

自
己
推
薦

A

若干名

平成 4年 4月 2日以降に生まれた人（高卒以上）で、スポーツ・文化・芸術・
研究・地域活動等の分野で大きな実績・成果（高校入学以降）を収めた人

B

令和 7年 3月に高校卒業見込みの人で、以下の条件を全て満たす人
①平成 16年 4月 2日以降に生まれた人
②高校生活を通じてクラブ活動、学校行事（生徒会活動・文化祭・体育祭
等）、地域活動等の分野で活躍した人
③高校１～２年生までの調査書記載の全体の評定平均値が４以上の人

実務経験者 若干名 昭和 60 年 4月2日以降に生まれた人で、国・地方自治体で常勤職員とし
ての行政実務経験が継続して５年以上ある人

市
民
病
院

臨床研修医 4人 大学の医学部、医科大学を卒業し、令和 7年３月までに医師免許を取得見込みの人 7月1日～26日 8月8日・15日

後期研修医 4人 2年間の前期研修を終了した３年目以降の医師 12月2日～2月17日 随時

看護師
（第3回） 20人 昭和 40年 4月 2日以降に生まれ、令和 7年 3月までに看護師免許を取

得見込みの人または看護師の資格を有する人 5月29日（水）まで 6月22日（土）

令和令和 77 年年 44 月月 11 日採用日採用

市職員採用試験市職員採用試験
随時採用
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市民の生活に寄り添う、
羽島市で働く。

それが私たちの仕事。

先輩職員の声先輩職員の声



　　
市
で
は
、
地
震
に
強
い
安
全
な
ま
ち
づ

く
り
を
目
指
し
、
木
造
住
宅
の
耐
震
対
策

の
補
助
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
地
震
発
生
時
に
お
い
て
、
木
造
住
宅
の

倒
壊
率
は
古
い
住
宅
ほ
ど
高
い
で
す
。
老

朽
化
や
少
な
い
耐
力
壁
な
ど
、
構
造
上
の

バ
ラ
ン
ス
の
悪
さ
が
倒
壊
の
要
因
で
あ
る

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

住
宅
の
耐
震
性
を
確
保
す
る
こ
と
は
、

自
分
や
家
族
の
安
全
を
守
る
た
め
に
重
要

で
す
。

①
無
料
の
耐
震
診
断

　
昭
和
56
年
５
月
31
日
以
前
の
木
造
住
宅

に
お
い
て
、
市
が
岐
阜
県
木
造
住
宅
耐
震

相
談
士
を
派
遣
し
無
料
の
耐
震
診
断
を
行

い
ま
す
。
木
造
住
宅
の
所
有
者
で
市
税
を

滞
納
し
て
い
な
い
人
が
申
請
で
き
ま
す
。

予
定
件
数　
20
件

②
耐
震
改
修
工
事
の
一
部
補
助

　
前
記
の
耐
震
診
断
に
基
づ
い
て
木
造
住

宅
の
耐
震
改
修
工
事
を
行
う
場
合
、
そ
の

費
用
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

予
定
件
数　
２
件

補
助
金
の
額　
耐
震
改
修
工
事
費
に
よ
り

異
な
り
ま
す
が
、
一
般
補
強
の
場
合
は
上

限
が
１
０
１
万
１
０
０
０
円
、
簡
易
補
強

の
場
合
は
上
限
が
84
万
円
と
な
り
ま
す
。

③
耐
震
診
断
の
一
部
補
助

　
前
記
の
木
造
住
宅
以
外
で
昭
和
56
年
５

月
31
日
以
前
の
建
築
物
の
所
有
者
が
、
建

築
士
に
依
頼
し
て
耐
震
診
断
を
行
う
場

合
、
そ
の
費
用
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

予
定
件
数　
１
件

補
助
金
の
額　
補
助
対
象
と
な
る
耐
震
診

断
費
や
条
件
に
よ
り
異
な
り
ま
す
が
、
１

５
０
万
円
以
上
の
場
合
は
最
大
で
１
０
０

万
円
と
な
り
ま
す
。

①
～
③
の
申
込
期
間

　
①
と
③
は
、
５
月
１
日
か
ら
12
月
６
日

ま
で
の
先
着
順
で
す
。

　
②
は
、
５
月
１
日
か
ら
６
月
３
日
ま
で

を
受
付
期
間
と
し
、
そ
の
間
に
予
定
件
数

を
上
回
っ
た
場
合
は
抽
選
を
行
い
ま
す
。　

　
な
お
、
受
付
期
間
内
に
予
定
件
数
に
満

た
な
か
っ
た
場
合
は
、
12
月
６
日
ま
で
先

着
順
で
受
け
付
け
ま
す
。

※
①
～
③
の
予
定
件
数
お
よ
び
補
助
金
の

額
は
、
県
と
の
協
議
で
変
更
す
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。
ま
た
、
対
象
と
な
る
建
物
に

は
、
一
定
の
条
件
が
あ
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　
都
市
計
画
課
（
内
線
２

１
３
４
）
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木
造
住
宅
の
耐
震
化
を
促
進

地
震
か
ら
命
を
守
る

「マイスター」はドイツ語で「名人」「巨匠」という
意味があります。新たな「はしマイスター」として、
市内で木軸ペンを製作する「工房楔（こうぼうせつ）」
を認定しました。
問い合わせ先　秘書広報課（内線 2322）

はしマイスターに認定
日本最高峰の木軸ペン

工房楔代表の永田篤史さんは、神戸芸術工科大学に在学中、
木材の特殊な木目（杢）に興味を持ち、木製品の製作を開始。
卒業後はオーストラリアで家具作家のフィリップ＝ブルック
ス氏に師事し、家具製作を学びました。
帰国後、2004年に工房楔を設立。杢は高級素材であったこと
から、家具と平行して小物の製作を行ったところ、木軸ペン
が注目を集めました。国内外の希少な杢を厳選し、旋盤を使っ
た精密な削りの技術で仕上げられる木軸ペンは、書籍で「日
本屈指」「最高峰」と評されています。

工房楔　活動概要

　　
羽
島
市
出
身
で
数
々
の
近
代
建

築
を
手
が
け
た
坂
倉
準
三
氏
が
設

計
し
た
羽
島
市
旧
本
庁
舎
に
つ
い

て
、
建
物
や
関
連
資
料
の
情
報
を

デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
な
ど
さ
ま

ざ
ま
な
技
術
を
活
用
し
て
記
録
・

保
存
し
、
公
開
す
る
予
定
で
す
。

　

動
画
や
V
R
、
ウ
ェ
ブ
サ
イ

ト
に
加
え
、
精
密
な
模
型
や
展
示

パ
ネ
ル
と
い
っ
た
手
法
で
、
旧
本

庁
舎
の
歴
史
と
意
義
を
広
く
発
信

し
、
将
来
世
代
に
も
旧
本
庁
舎
の

記
憶
を
伝
え
て
い
き
ま
す
。

　
詳
細
は
、
５
月
ご
ろ
に
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

　
市
役
所
旧
本
庁
舎
・
中
庁
舎
の

あ
り
方
に
つ
い
て
、
今
後
の
行
財

政
運
営
へ
の
影
響
、
建
築
物
と
し

て
の
利
用
価
値
、
周
辺
へ
の
安
全

性
等
の
課
題
を
中
心
に
検
討
を
進

め
た
結
果
、
解
体
す
る
方
針
を
決

定
し
ま
し
た
。
解
体
に
必
要
な
予

算
も
、
市
議
会
で
可
決
さ
れ
て
い

ま
す
。

　
４
月
か
ら
は
解
体
工
事
に
着
手

し
て
お
り
、
完
了
予
定
の
令
和
７

年
６
月
ま
で
は
工
事
車
両
が
市
役

所
の
敷
地
内
を
出
入
り
し
ま
す
。

来
庁
時
は
、
車
の
往
来
に
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　

管
財
課
（
内
線

２
３
３
２
）
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「太陽光パネル・蓄電池」共同購入キャンペーン参加者募集中！

 

デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ

 

情
報
を
公
開

環境に、家計にやさしい暮らし
岐阜県では、太陽光パネルや蓄電池の購入希望者を
募り、一括して発注することでスケールメリットを
生かした共同購入事業を実施しています。
太陽光パネルや蓄電池の設置は、電気代の節約や災
害への備え、CO2の削減にも繋がります。この機
会に、ご自宅への設置についてご検討ください。

共同購入の特長
共同購入は、みんなで集まって生まれる大きな購
買力を活かした購入の仕組みです。厳しい審査を
通過した優良な販売施工事業者の中から、入札で
最も安い価格を提示した事業者に決定しています。
無料の参加登録をして屋根の情報等を入力すると、
ご自宅に導入した場合のお見積りが確認できます。

問い合わせ先　　　　　　　　　　　　　　　　
岐阜みんなのおうちに太陽光事務局☎ 0120（752）300
午前 10時～午後 6時（土・日・祝日を除く）

無料で参加登録
見積もり確認

     　
 

建
物
の
情
報
を
記
録
・
保
存

旧
本
庁
舎

 

詳
細
は
５
月
ご
ろ

 

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
お
知
ら
せ

 

旧
本
庁
舎
・
中
庁
舎

 

解
体
工
事
が
始
ま
り
ま
す
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受
診
資
格　
30
歳
以
上
の
国
民
健
康
保
険

ま
た
は
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
の
加
入
者

で
、
納
期
到
来
分
ま
で
の
保
険
税
（
料
）

を
完
納
し
て
い
る
世
帯
の
人

※
検
査
結
果
を
市
へ
情
報
提
供
す
る
こ
と

に
同
意
が
必
要
で
す
。

受
診
日　
６
月
か
ら
令
和
７
年
２
月
末
ま

で
の
毎
週
月
・
水
・
木
曜
日
（
祝
日
・
年

末
年
始
を
除
く
）

費
用　
9
７
０
０
円
（
オ
プ
シ
ョ
ン
希
望

者
は
別
途
自
己
負
担
）

定
員　

国
民
健
康
保
険
加
入
者
2
５
０

人
、
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
加
入
者
50
人

（
先
着
順
）

申
請
方
法　
被
保
険
者
証
を
持
参
し
、
保

険
年
金
課
へ
申
請
（
電
話
予
約
可
）

受
付
開
始
日　
５
月
８
日
㈬

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先　
保
険
年
金

課
（
内
線
２
２
６
４
）

 グリーン化特例と重課
納期限は5月31日（金）

車種区分

初度検査
年月が平
成 27 年
3 月以前
の車両

初度検査
年月が平
成 27 年
4 月以降
の車両

グリーン化特例 重課

電気自動
車・天然
ガス自動
車※1

燃費性能 初度検査
から13年
経過した
車両

特に優れ
ている車
両※2

優れてい
る車両
※3

三輪 3,100円 3,900円 1,000円 2,000円
※4

3,000円
※4 4,600円

四
輪

乗
用
営業用 5,500円 6,900円 1,800円 3,500円 5,200円 8,200円

自家用 7,200円 10,800円 2,700円

対象外

12,900円

貨
物
営業用 3,000円 3,800円 1,000円 4,500円

自家用 4,000円 5,000円 1,300円 6,000円
※1 �平成30年排出ガス規制適合または平成21年排出ガス規制適合かつ10％以
上窒素酸化物を低減する車両

※2 令和2年度基準達成かつ令和12年度基準90％達成車両
※3 令和2年度基準達成かつ令和12年度基準70％達成車両
※4 乗用営業用のみ対象
初度検査年月および各燃費基準の達成状況は、車検証でご確認ください。

区分 今年度の税額

原動機付自転車

総排気量50cc 以下・特定小型原動機 2,000 円

総排気量50cc 超90cc 以下 2,000 円

総排気量90cc 超125cc 以下 2,400 円

ミニカー
（三輪以上で総排気量20cc超50cc以下） 3,700 円

軽二輪車 総排気量125cc 超250cc 以下 3,600 円

小型二輪車 総排気量250cc 超（側車付を含む） 6,000 円

小型特殊自動車
農耕作業用（最高速度35km/h 未満） 2,400 円

その他のもの（最高速度15km/h 未満） 5,900 円

三輪・四輪の軽自動車の税額表2

原動機付自転車・二輪車等の税額表1

軽自動車税のお知らせ

　グリーン化特例は、燃費性能が優れ、環
境負荷が小さい軽自動車の軽自動車税 (種別
割) を軽減するものです。昨年度と同様の軽
減制度が継続されます。
　今年度の税額は、原動機付自転車・二輪
車等は表１、三輪・四輪の軽自動車は表２
のとおりです。

グリーン化特例の対象車両
　令和 5 年４月１日から 6 年３月 31 日ま
でに新規取得した車両です。

税率の上乗せ（重課）
　平成 22 年３月以前に初めてナンバー登
録をした環境負荷の大きな車両は、表２の
とおり重課が適用されます。なお、電気自
動車や天然ガス自動車は重課が適用されま
せん。

期限までに納付を
　軽自動車税の納期限は５月 31 日（金）です。
　軽自動車税（種別割）は、納付書に記載
された二次元コードや eL 番号を用いて、
eLTAX での納付ができるようになりました。
　また、三輪・四輪の軽自動車は、軽自動
車税（種別割）の納付情報をオンラインで
確認することができるようになったため、
納税証明書が不要となる場合があります。

問い合わせ先　税務課諸税係（内線 2232）

人間ドック費用を人間ドック費用を
助成助成

　

　
市
で
は
、
財
政
の
透
明
性
を
高

め
、
住
民
に
対
す
る
説
明
責
任
を

果
た
す
た
め
、
企
業
の
会
計
手
法

を
参
考
と
し
た
財
務
書
類
４
表
を

作
成
、
公
表
し
て
い
ま
す
。
対
象

範
囲
は
、
総
務
省
が
示
す
基
準
の

う
ち
、
一
般
会
計
等
（
羽
島
市
に

お
い
て
は
一
般
会
計
、
イ
ン
タ
ー

北
・
駅
北
本
郷
土
地
区
画
整
理
事

業
特
別
会
計
）
で
す
。

　
貸
借
対
照
表
は
、
公
共
施
設
や

現
金
な
ど
の
市
の
資
産
と
、
そ
れ

ら
を
取
得
す
る
た
め
に
使
わ
れ
た

市
税
や
市
債
（
借
金
）
な
ど
の
財

源
を
表
し
て
い
ま
す
。

　
〈
資
産
〉
の
合
計
と
〈
負
債
＋

純
資
産
〉
の
合
計
が
同
額
で
バ
ラ

ン
ス
が
取
れ
る
こ
と
か
ら
、「
バ

ラ
ン
ス
シ
ー
ト
」
と
も
呼
ば
れ
て

い
ま
す
。

　
福
祉
や
ご
み
の
収
集
な
ど
、
資

産
形
成
に
繋
が
ら
な
い
行
政
サ
ー

ビ
ス
の
コ
ス
ト
と
、
利
用
料
・
手

数
料
な
ど
の
受
益
者
負
担
額
を
表

し
た
も
の
で
す
。

　
経
常
的
な
行
政
サ
ー
ビ
ス
に
か

か
っ
た
コ
ス
ト
が
ど
れ
く
ら
い
受

益
者
負
担
で
賄
わ
れ
て
い
る
か
が

分
か
り
ま
す
。

　
純
資
産（
資
産
と
負
債
の
差
額
）

が
令
和
４
年
度
中
に
ど
の
よ
う
に

増
減
し
た
か
を
明
ら
か
に
し
た
も

の
で
す
。

　
１
年
間
の
現
金
の
流
れ
を
示
す

も
の
で
、そ
の
性
質
別
に
区
分
し
、

ど
の
よ
う
な
活
動
に
資
金
が
充
て

ら
れ
て
い
る
か
が
分
か
り
ま
す
。

　

業
務
活
動
収
支
の
余
剰
分
が
、

公
共
施
設
等
整
備
費（
投
資
活
動
）

や
市
債
償
還
（
財
務
活
動
）
な
ど

の
費
用
に
充
て
ら
れ
ま
す
。

※
財
務
書
類
４
表
は
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
（
右
の
二
次
元
コ
ー
ド
）

で
公
開
し
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

財
務
課
（
内
線
２
４
９
１
）

 

財
務
書
類
（
貸
借
対
照
表
等
）
を
公
表

令
和
４
年
度

財
務
書
類
４
表

　

①
貸
借
対
照
表

　

②
行
政
コ
ス
ト
計
算
書

　

③
純
資
産
変
動
計
算
書

　

④
資
金
収
支
計
算
書

①貸借対照表（バランスシート）
 資産　　　　　　　　　　　　　　1,170.7 億円

※市民 1人当たり 175.4 万円（前年比△ 1.7 万円）
　　　住民サービスを提供するための資産と
　　　将来、市の収入になる可能性がある市税など
固定資産（道路・学校など）　　　　 888.4 億円
投資等●（出資金、基金など）　　　　224.8 億円
流動資産（現金預金、未収金など） 57.5 億円
　　　　　うち資金 15.3 億円
　　　※�貸借対照表の資金は、資金収支計算書の残高

に歳計外現金（0.7 億円）を加えています。
 資産合計　 1,170.7 億円

 負債　　　 285.6 億円
　　※市民 1人当たり 42.8 万円（前年比△ 0.3 万円）
　　市債（借金）などにより将来の世代が負担する金額
固定負債　 260.4 億円
流動負債　 25.1 億円
純資産 885.2 億円
　　　※市民1人当たり132.7万円（前年比△1.3万円）
　　　資産を形成するために現在までの
　　　世代が負担した支払い済みの金額
 負債・純資産合計 1,170.7 億円

②行政コスト計算書
 純経常行政コスト　　　　　 237.5 億円
　資産形成につながらない行政サービスにかかる経費
経常費用 　243.2 億円
人にかかるコスト　
　（職員給与・議員報酬など） 33.7 億円
物にかかるコスト　
　（物品購入費、施設修繕費など） 102.6 億円
その他のコスト　
　（市債の利子など） 2.4 億円
移転支出的なコスト　　
　（扶助費、補助金など） 104.5 億円
経常収益
　（施設利用料など受益者負担額） 5.7 億円

 臨時損益　　　　　　　　　　 △ 0.1 億円
 純行政コスト　　　 237.4 億円

③純資産変動計算書
前年度末（R3年度末）純資産残高　 896.6 億円
当期変動高　 △ 11.4 億円
　純行政コスト　 △ 237.4 億円
　財源（税収等、補助金）　 226.5 億円
　その他　 △ 0.6 億円
本年度末（R4年度末）純資産残高　 885.2 億円

財務書類４表（一般会計等）の関係図

※市民 1人当たりの金額は令和 5年 4月 1日（前年分は令和 4年 4月 1日）の人口より算出

④資金収支計算書
前年度末（R3年度末）資金残高　 14.0 億円
資金増減高 0.7 億円
 業務活動収支 29.3 億円
 投資活動収支 △ 16.4 億円
 財務活動収支 △ 12.2 億円
  本年度末（R4年度末）資金残高　 14.6 億円

※表示単位未満を四捨五入しているため、積み上げが
　合計と一致しないことがあります。



　　　　  税率等を改定 軽減制度は拡充   

※ 1　�世帯主・後期高齢者医療制度へ移行した元国保加入者の総所得
金額も含める。

　　　�5 年度の 5割軽減の計算式は 43万円＋ 29万円×被保険者数
+10万円×（給与所得者等の数－ 1）

　　　�5 年度の 2割軽減の計算式は 43万円＋ 53万 5千円×被保険
者数+10万円×（給与所得者等の数－ 1）

※ 2　後期高齢者医療制度へ移行した元国保加入者の人数も含める。
※ 3　一定額以上の給与所得者または公的年金等の支給を受ける人

税率を改定
賦課限度額は一部引き上げ
令和６年度国民健康保険税の税率・税額
および賦課限度額は、右の表 1のとおり
です。国が示す「保険料水準統一加速化
プラン」に基づき今後見込まれる県内保
険料統一に向けて、税率・税額を改定し
ました。また、「後期高齢者支援金分」の
賦課限度額が引き上げられます。

軽減制度の対象範囲を拡充
低所得世帯を対象とした「均等割」「平
等割」の軽減判定所得は、右の表 2のと
おりに拡充されます。それぞれ２割軽減、
５割軽減の軽減対象範囲が広がります。

※括弧内は令和 5年度との比較

区分 医療給付費分 後期高齢者支援金分 介護納付金分

対象 全ての加入者 40～ 64歳

所得割 7.2％
（6.6％）

2.6％
（2.5％）

2.3％
（2.2％）

均等割
（1人につき）

27,600円
（25,800円）

10,000円
（9,600円）

10,900円
（10,700円）

平等割
（1世帯につき）

19,800円
（19,500円）

7,200円
（変更なし）

5,600円
（変更なし）

賦課限度額 650,000円
（変更なし）

240,000円
（220,000円）

170,000円
（変更なし）

表 1　 税率・税額および賦課限度額　

軽減割合 軽減判定の基準となる
総所得金額の合計※1

被保険者数※2が1人、
給与所得者等※3が1
人の場合

被保険者数が2人、
給与所得者等が2
人の場合

7 割軽減 43万円＋10万円×（給与所得者等の数－1）
43万円

（変更なし）
53万円

（変更なし）

5割軽減
43万円＋29万5千円×被
保険者数＋10万円×（給
与所得者等の数－1）

72万5千円
（72万円）

112万円
（111万円）

2割軽減
43万円＋54万5千円×被
保険者数＋10万円×（給
与所得者等の数－1）

97万5千円
（96万5千円）

162万円
（160万円）

表 2 国民健康保険税の軽減

国民健康保険税

問い合わせ先　保険年金課（内線 2265）

　
新
年
度
に
入
り
、
職
場
で
新
人
が
風
を

そ
よ
が
せ
て
い
る
だ
ろ
う
か
。
営
業
、
運

輸
、
販
売
等
。
仕
事
に
は
手
順
（
道
順
）

が
あ
る
。い
わ
ば〝
地
図
〟の
よ
う
な
も
の
。

こ
れ
に
改
善
や
新
味
を
加
え
新
し
い
価
値

を
創
出
す
る
の
が「
仕
事
」▼
私
の
場
合
、

手
順
の
始
め
は
い
ろ
ん
な
道
を
覚
え
る
こ

と
だ
っ
た
。取
材
に
地
図
は
欠
か
せ
な
い
。

今
時
は
、
ナ
ビ
や
グ
ー
グ
ル
マ
ッ
プ
で
す

ぐ
わ
か
る
時
代
だ
が
…
▼
先
輩
か
ら
「
火

事
取
材
で
は
行
き
帰
り
に
別
の
道
を
…
」

「
休
日
は
車
を
駆
っ
て
地
理
を
覚
え
て
」

と
教
わ
っ
た
。
何
事
か
あ
っ
て
道
を
調
べ

る
よ
う
で
は
初
動
に
立
ち
遅
れ
る
。
転
勤

の
た
び
地
図
の
世
話
に
な
っ
た
▼
今
も
紙

の
地
図
は
欠
か
せ
な
い
と
思
う
。
道
だ
け

で
は
な
く
、
山
や
川
、
土
地
利
用
、
官
公

庁
、商
店
街
、交
通
網
な
ど
多
く
の
情
報・

ヒ
ン
ト
が
詰
ま
っ
て
い
る
。歴
史
や
文
化
、

風
土
に
思
い
を
は
せ
る
こ
と
も
で
き
る
▼

ま
ず
は
ベ
ー
ス
と
な
る
地
図
に
精
通
し
、

こ
れ
に
新
顧
客
、
新
サ
ー
ビ
ス
、
人
脈
な

ど
自
分
し
か
描
け
な
い
『
線
』
を
描
け
た

ら
素
晴
ら
し
い
。

水 紋
新人と地図

広報アドバイザー
（元中日新聞記者）

　　　　　西尾　敏正
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気温が高い日は水分補給と休憩を

熱中症に注意
5 月でも最高気温が 25℃以上の夏日や、30℃
以上の真夏日となることがあります。体がま
だ暑さに慣れていないため、気温が高くなる
日に活動をする際には、屋外でも室内でも体
調に注意し、水分補給と適度な休憩をするよ
うにしましょう。
暑さに慣れていないと熱中症になる危険性が
高まります。熱中症対策として、体を暑さに
慣らす「暑熱順化」が重要です。暑くなる前
から、日常生活の中で運動や入浴をすること
で汗をかき、体を暑さに慣れさせ、暑さに備
えましょう。
問い合わせ先　子育て・健幸課（内線 5302）

　
水
道
の
使
用
料
が
突
然
増
え
た

と
き
は
、
漏
水
の
可
能
性
が
あ
り

ま
す
。「
お
か
し
い
な
」
と
思
っ

た
ら
チ
ェ
ッ
ク
を
し
ま
し
ょ
う
。

漏
水
の
確
認
方
法

　

水
道
メ
ー
タ
ー
よ
り
宅
地
側

は
、
漏
水
の
管
理
を
利
用
者
で

行
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
漏
水
の

確
認
方
法
は
次
の
と
お
り
で
す
。

①�

宅
地
内
に
あ
る
水
道
の
蛇
口
を

全
て
閉
め
る
（
ト
イ
レ
や
洗
濯

機
等
も
止
ま
っ
て
い
る
こ
と
を

確
認
す
る
）

②�

宅
地
内
の
水
道
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ

ク
ス
を
開
け
る

③�

水
道
メ
ー
タ
ー
の
ふ
た
を
開

け
、
パ
イ
ロ
ッ
ト
（
赤
い
羽
根

の
コ
マ
）
の
回
転
の
有
無
を
確

認
す
る

※
パ
イ
ロ
ッ
ト
が
回
転
し
て
い
た

ら
、
水
道
メ
ー
タ
ー
よ
り
宅
地
側

で
漏
水
し
て
い
る
可
能
性
が
あ
り

ま
す
。
市
指
定
給
水
装
置
工
事
事

業
者
に
修
理
を
依
頼
し
て
く
だ
さ

い
。
事
業
者
一
覧
は
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
ま
た
は
経
営
課
で
ご
確
認

く
だ
さ
い
。
修
理
費
用
は
全
額
自

己
負
担
と
な
り
ま
す
。

応
急
処
置

　
修
理
ま
で
の
間
に
一
時
的
に
水

漏
れ
を
止
め
る
に
は
、
水
道
メ
ー

タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
内
の
止
水
栓
を
閉

め
て
く
だ
さ
い
。

　
た
だ
し
、
給
湯
器
等
が
作
動
中

の
と
き
は
、
機
器
の
故
障
の
原
因

に
な
る
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

減
免
制
度

　
水
道
メ
ー
タ
ー
よ
り
宅
地
側
で

漏
水
し
た
分
の
料
金
は
利
用
者
の

負
担
に
な
り
ま
す
が
、
所
定
の
条

件
全
て
に
該
当
す
る
場
合
は
料
金

の
減
免
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

　
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

水
道
週
間　

　
6
月
1
日
か
ら
7
日
は
水
道
週

間
で
す
。「
た
い
せ
つ
に　

み
ず

は
み
ん
な
の　
た
か
ら
も
の
」
を

ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
今
一
度
水
道
水

の
使
い
方
を
考
え
、
水
道
水
を
た

い
せ
つ
に
使
い
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ
先　
経
営
課
（
内
線

２
１
６
３
）

　
応
急
手
当
を
習
得
す
る
た
め
の

救
命
講
習
を
開
催
し
ま
す
。

普
通
救
命
講
習

開
催
日　
６
月
２
日
㈰
、
７
月
７

日
㈰
、
８
月
４
日
㈰
、
令
和
７
年

２
月
２
日
㈰

時
間　
午
前
９
時
～
正
午

上
級
救
命
講
習

開
催
日　
９
月
８
日
㈰

時
間　
午
前
９
時
～
午
後
６
時

応
急
手
当
普
及
員
講
習

開
催
日　

10
月
12
日
～
14
日（
３

日
間
の
受
講
が
必
要
で
す
）

時
間　
午
前
９
時
～
午
後
６
時

※
申
込
期
限
は
開
催
日
の
２
週
間

前
で
す
。

※
上
級
・
普
通
救
命
講
習
は
10
人

以
上
の
受
講
者
で
開
催
し
ま
す
。

定
員
は
20
人
（
先
着
順
）
で
す
。

問
い
合
わ
せ
先　
消
防
本
部
救
急

指
令
課
☎
（
３
９
２
）
２
６
０
１

水
道
料
金
が
増
え
た
と
き
は

　
　
　
　
　

漏
水
チ
ェ
ッ
ク 

を

救

講
習

命
受
講
者

受
講
者  

募
集
募
集

特定健診、ぎふ・すこやか健診
40 歳以上の国民健康保険加入者が対象の「特定健康診査」
と、後期高齢者医療保険加入者が対象の「ぎふ・すこやか
健診」を実施します。受診券は下表の時期に送付します。
実施期間　6月から7年2月末まで（医療機関の診療日に限る）
実施機関　市内の健診実施医療機関（市民病院を除く）
受診方法　�受診券と被保険者証を医療機関の窓口へ提示
受 診 料　500円（受診時に医療機関の窓口で支払う）
受診結果　受診した医療機関で受け取る

問い合わせ先　保険年金課（内線 2264）

誕生月 発送時期
3⺼～6⺼生まれ
昭和24年9⺼～25年2⺼生まれ

6⺼

7⺼～10⺼生まれ 8⺼
11⺼～2⺼生まれ
昭和24年3⺼～8⺼生まれ

10⺼
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市内で特色ある子育て支援に取り組む企業を認証する
「子育て支援企業認証・表彰制度」。令和 5 年度は、社
会福祉法人伝心会が新たに加わりました。
社会福祉法人伝心会では、独自パンフレットを配布し、
育休制度等の利用促進、独自の「育児目的休暇」の創設、
法定を超える短時間勤務制度を実施、中高生など地域
の人材育成の支援を行っています。

子育て支援企業子育て支援企業１１社認定社認定

対象者
市内在住の 65 歳以上の人
申込期限
5 月 13 日（月）まで
申し込み方法
羽島市地域振興公社事務
局（不二羽島文化センター
内）にある申込書類を提
出（受付時間は午前 9 時
～午後 4 時 45 分）
※定員を超えた場合は、抽
選を行って受講者を決定
します。
問い合わせ先
羽島市地域振興公社事務
局（不二羽島文化センター
内）☎（393）4711

講座名 実施日・時間 会場 定員 持ち物

ストレッチ体操教室 第 1・第 3水曜日
10：00～ 11：30 羽島温泉 30人 水分補給用の飲物

歌の教室 第 2・第 4木曜日
13：30～ 15：00

不二羽島
文化センター 30人 水分補給用の飲物

初めての
パッチワーク教室

第 2・第 4水曜日
13：30～ 15：00 中央公民館 10人 材料費実費、裁縫道具、

水分補給用の飲物

色鉛筆の世界教室 第 1・第 3金曜日
10：00～ 11：30 中央公民館 10人 材料費実費、24色色鉛筆、

水分補給用の飲物

エンジョイ
昭和歌謡教室

第 2・第 4木曜日
10：00～ 11：30

不二羽島
文化センター 30人 水分補給用の飲物

介護予防教養講座（6 月～令和 7 年 3 月実施）の受講者募集
市内 65 歳以上対象

　
市
で
は
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
利

用
し
た
住
民
票
の
写
し
等
の
コ
ン
ビ
ニ
交

付
サ
ー
ビ
ス
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
Ｉ
Ｃ
チ
ッ
プ

に
搭
載
さ
れ
た
利
用
者
証
明
用
電
子
証
明

書
を
利
用
し
て
、
全
国
の
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン

ス
ス
ト
ア
等
で
各
種
証
明
書
が
取
得
で
き

ま
す
。

　
利
用
時
に
は
、
利
用
者
証
明
用
電
子
証

明
書
に
設
定
し
た
４
桁
の
暗
証
番
号
を
入

力
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
用
い

て
各
種
証
明
書
を
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト

ア
等
で
取
得
す
る
と
交
付
手
数
料
が
1
０

０
円
引
き
に
な
り
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
活
用
く

だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　
市
民
課
（
内
線
２
２
９

３
）

羽島市ミナレクデー 2024
県内で初めて実施する健康増進普及イベント！こ
のイベントを通して、スポーツ・レクリエーショ
ンの習慣化や市民の健康増進・地域の活性化を目
指します。
どこでも、誰でも体を動かして参加しましょう！
※ミナレクデーは、体・心・頭の健康を増進させ
健康長寿につなげる「ミナレク運動」の一環です。
期日　5月 29日（水）
対象者　羽島市内にいる人（一時的な滞在者も可）
ミナレクデーに参加する人は、ミナレクデーのチ
ラシに掲載されている二次元コードを読み取りま
しょう。抽選で素敵なプレゼントが当たります。
問い合わせ先　スポーツ推進課（内線 6138）

コンビニ交付でコンビニ交付で

100100円円お得お得

住民票・印鑑登録証明書等

令和 6 年度も引き続き実施します令和 6 年度も引き続き実施します
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地
域
住
民
で
構
成
さ
れ
、
集
会
所
な
ど

で
高
齢
者
に
対
し
て
運
動
等
の
介
護
予
防

活
動
を
行
う
団
体
に
、
運
営
費
の
一
部
を

補
助
し
ま
す
。

活
動
を
補
助
す
る
主
な
要
件

①
活
動
を
３
カ
月
以
上
継
続
す
る
こ
と
②

実
施
月
に
は
２
回
以
上
、
１
回
当
た
り
90

分
以
上
活
動
す
る
こ
と
③
高
齢
者
の
平
均

参
加
者
数
が
５
人
以
上
で
あ
る
こ
と
④
参

加
者
負
担
金
を
１
人
当
た
り
１
回
１
０
０

円
以
上
徴
収
す
る
こ
と
⑤
団
体
運
営
者
の

３
人
以
上
が
、
市
が
指
定
す
る
介
護
予
防

研
修
を
受
講
済
み
で
あ
る
こ
と

※
そ
の
他
手
紙
、
電
話
お
よ
び
訪
問
に
よ

る
活
動
も
対
象
と
な
り
ま
す
。（
要
相
談
）

補
助
金
の
額

開
設
準
備
経
費　
５
万
円（
初
年
度
の
み
）

活
動
経
費　
①
参
加
者
１
人
当
た
り
１
回

１
０
０
円
（
団
体
運
営
者
を
除
く
）
②
会

場
借
上
料
相
当
額
（
１
回
２
０
０
０
円
を

上
限
）

申
請
・
問
い
合
わ
せ
先　
高
齢
福
祉
課（
内

線
２
５
５
６
）

　
市
内
在
住
の
徘
徊
高
齢
者
等
の
家
族
お

よ
び
親
族
を
対
象
に
、
羽
島
市
見
守
り
Ｓ

О
Ｓ
ス
テ
ッ
カ
ー
を
配
布
し
て
い
ま
す
。

　
ス
テ
ッ
カ
ー
に
は
、
市
役
所
や
警
察
で

住
所
や
氏
名
を
特
定
で
き
る
番
号
が
印
字

さ
れ
て
お
り
、
徘
徊
者
の
保
護
を
迅
速
に

行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
ま
た
、
徘
徊
高
齢
者
等
が
線
路
上
を
徘

徊
し
電
車
を
止
め
て
し
ま
う
な
ど
で
損
害

賠
償
責
任
を
負
っ
た
場
合
に
、
賠
償
額
の

全
額
ま
た
は
一
部
が
補
償
さ
れ
る
事
業
も

行
っ
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　
高
齢
福
祉
課
（
内
線
２

５
５
２
）

学
生
納
付
特
例
制
度
と
は

　
20
歳
以
上
の
学
生
で
国
民
年
金
保
険
料

の
納
付
が
困
難
な
場
合
、
学
生
本
人
の
所

得
が
一
定
額
以
下
で
あ
れ
ば
、
在
学
期
間

の
保
険
料
の
納
付
が
猶
予
さ
れ
る
制
度
で

す
。
毎
年
度
申
請
が
必
要
な
た
め
、
忘
れ

ず
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

申
請
し
て
承
認
さ
れ
る
と

　
承
認
さ
れ
た
期
間
は
老
齢
基
礎
年
金
の

受
給
資
格
期
間
に
算
入
さ
れ
ま
す
が
、
年

金
額
に
は
反
映
さ
れ
ま
せ
ん
。
猶
予
期
間

の
保
険
料
は
、
10
年
前
に
さ
か
の
ぼ
っ
て

納
付
す
る
こ
と
が
で
き
る
「
追
納
制
度
」

が
利
用
で
き
ま
す
。

持
ち
物　
学
生
証
、
基
礎
年
金
番
号
通
知

書
ま
た
は
年
金
手
帳
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
が

分
か
る
も
の
※
本
人
以
外
が
手
続
き
す
る

場
合
は
、
手
続
き
す
る
人
の
本
人
確
認
が

で
き
る
も
の

※
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
か
ら
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
で
電
子
申
請
が
で
き
ま
す
。

申
請
・
問
い
合
わ
せ
先　
保
険
年
金
課（
内

線
２
２
６
２
・
２
２
６
３
）

　
個
人
の
市
県
民
税
は
、
前
年
の
所
得
に

基
づ
い
て
計
算
さ
れ
ま
す
。
市
県
民
税
の

納
め
方
に
は
、
給
与
・
年
金
か
ら
天
引
き

す
る
特
別
徴
収
と
、
納
付
書
・
口
座
振
替

に
よ
っ
て
納
付
す
る
普
通
徴
収
が
あ
り
ま

す
。
給
与
か
ら
の
特
別
徴
収
は
、
会
社
な

ど
の
給
与
支
払
者
が
納
税
者
に
代
わ
り
納

付
す
る
方
法
で
す
。
１
年
間
の
税
額
が
給

与
か
ら
天
引
き
さ
れ
ま
す
。

　
今
年
度
の
給
与
所
得
等
に
係
る
市
民
税

県
民
税
特
別
徴
収
税
額
の
決
定
通
知
書

は
、
５
月
中
旬
に
会
社
な
ど
の
給
与
支
払

者
（
特
別
徴
収
義
務
者
）
に
郵
送
ま
た
は

電
送
し
ま
す
。
お
勤
め
の
人
は
、
会
社
な

ど
の
給
与
担
当
者
を
通
し
て
お
受
け
取
り

く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
３
月
16
日
以
降
に
申
告
書
を
提

出
し
た
人
に
は
、
７
月
分
以
降
の
市
県
民

税
額
に
つ
い
て
、
変
更
等
の
処
理
を
行
う

場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
税
額
が
変
更
と
な
る
人
に
は
、
税
額
変

更
通
知
書
に
よ
り
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　
税
務
課
市
民
税
係
（
内

線
２
２
３
７
・
２
２
３
８
）

　
浄
化
槽
の
設
置
者
に
対
し
て
、
予
算
の

範
囲
内
で
費
用
の
一
部
を
補
助
し
て
い
ま

す
。
補
助
金
の
交
付
を
受
け
る
に
は
、
事

前
に
申
請
が
必
要
で
す
。

　
下
水
道
整
備
に
よ
り
対
象
地
域
が
一
部

変
更
に
な
り
ま
し
た
。

対
象
と
な
る
建
物

・
自
己
の
居
住
専
用
住
宅
（
併
用
住
宅
の

場
合
は
、
自
己
の
居
住
部
分
の
み
）

補
助
金
の
上
限
額

・
５
人
槽　
33
万
２
０
０
０
円

・
７
人
槽　
41
万
４
０
０
０
円

・
10
人
槽　
54
万
８
０
０
０
円

申
請
・
問
い
合
わ
せ
先　
生
活
環
境
課（
内

線
２
１
２
２
）

　
各
地
区
が
管
理
す
る
共
同
墓
地
に
つ
い

て
、
墓
地
管
理
者
を
選
任
ま
た
は
変
更
し

た
場
合
は
、
届
け
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

届
出
・
問
い
合
わ
せ
先　
環
境
事
業
課（
内

線
２
１
９
２
）

月
の

お
し
ら
せ

５

市
県
民
税　

給
与
か
ら
の
特
別

徴
収
税
額
の
決
定
通
知
書
を
発
送

地
域
住
民
主
体
の

介
護
予
防
活
動
費
を
補
助

国
民
年
金
の
学
生
納
付
特
例

徘
徊
高
齢
者
等
へ
の
支
援

浄
化
槽
設
置
者
に
補
助
金
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墓
地
管
理
者（
変
更
）届
の
提
出



　
口
腔
機
能
の
低
下
を
防
ぎ
、
肺
炎
等
の

疾
患
の
予
防
に
つ
な
げ
る
た
め
、
口
腔
健

診
を
実
施
し
ま
す
。
対
象
者
に
は
、
５
月

下
旬
に
受
診
券
を
送
付
し
ま
す
。

対
象　
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
の
加
入
者

実
施
場
所　
岐
阜
県
歯
科
医
師
会
加
入
の

歯
科
医
院
※
歯
科
医
院
へ
行
く
こ
と
が
で

き
な
い
人
は
、
自
宅
等
で
受
診
で
き
る
場

合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

実
施
期
間　
６
月
１
日
〜
令
和
７
年
２
月

28
日（
実
施
歯
科
医
院
の
診
療
日
に
限
る
）

料
金　
３
０
０
円

受
診
方
法　
歯
科
医
院
に
予
約
の
上
、
受

診
券
と
後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者
証
を

持
っ
て
受
診

問
い
合
わ
せ
先　
保
険
年
金
課
（
内
線
２

２
６
４
）

　
田
植
え
の
時
期
が
近
づ
き
、
羽
島
用
水

管
内
の
用
水
の
通
水
開
始
に
続
き
、
5
月

27
日
か
ら
南
部
地
域
の
用
水
も
通
水
が
開

始
さ
れ
ま
す
。
水
の
事
故
に
じ
ゅ
う
ぶ
ん

注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

　
羽
島
用
水
管
内
の
配
水
日
程
は
、
羽
島

用
水
土
地
改
良
区
ま
た
は
羽
島
用
水
総
代

に
、
南
部
か
ん
が
い
事
業
地
域
の
配
水
日

程
は
、
農
政
課
ま
た
は
市
南
部
か
ん
が
い

事
業
運
営
委
員
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

通
水
期
間　
羽
島
用
水
管
内
＝
４
月
18
日

～
３
月
下
旬
▽
桑
原
用
水
管
内
＝
５
月
27

日
〜
10
月
中
旬

問
い
合
わ
せ
先　
農
政
課
（
内
線
２
６
５

1
）

　
市
内
に
住
所
か
事
業
所
が
あ
り
、
1
年

以
上
継
続
し
て
同
一
事
業
を
営
ん
で
い
る

中
小
企
業
者
を
対
象
に
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
達

成
に
向
け
た
取
り
組
み
を
進
め
る
た
め
の

資
金
を
融
資
し
ま
す
。

融
資
限
度
額　
１
２
０
０
万
円

年
利
率　
０
・
75
％

利
子
補
給　
無
し

保
証
料　
０
・
45
～
1
・
9
％
（
返
済
後

に
全
額
助
成
）

返
済
期
間　
10
年
以
内
（
運
転
資
金
は
5

年
以
内
）

問
い
合
わ
せ
先　
商
工
観
光
課
（
内
線
2

６
１
３
）

　
小
児
が
ん
治
療
で
造
血
幹
細
胞
の
移
植

（
骨
髄
移
植
等
）
を
行
っ
た
こ
と
に
よ
っ

て
、
定
期
の
予
防
接
種
で
得
た
免
疫
が
低

下
し
、
予
防
接
種
の
再
接
種
が
必
要
と

な
っ
た
人
に
再
接
種
費
用
の
一
部
助
成
を

行
い
ま
す
。

対
象
者　

次
の
項
目
を
全
て
満
た
す
人

・�

再
接
種
を
受
け
る
日
、
申
請
日
に
羽
島

市
の
住
民
基
本
台
帳
に
登
録
さ
れ
て
い

る
人

・�

造
血
幹
細
胞
の
移
植
（
骨
髄
移
植
等
）

に
よ
り
再
接
種
が
必
要
で
あ
る
と
医
師

が
認
め
る
人

・�

接
種
済
み
の
定
期
予
防
接
種
の
接
種
回

数
・
接
種
間
隔
が
、
予
防
接
種
実
施
規

則
の
規
定
に
よ
る
も
の
で
あ
る
こ
と

・�

被
接
種
者
・
保
護
者
が
他
の
地
方
公
共

団
体
か
ら
助
成
を
受
け
て
い
な
い
こ
と

助
成
金
額　

予
防
接
種
に
要
し
た
費
用

（
再
接
種
し
た
年
度
に
お
け
る
羽
島
市
の

同
一
予
防
接
種
の
委
託
料
単
価
が
上
限
）

申
請
方
法　
再
接
種
を
行
う
前
に
必
要
書

類
を
持
参
し
、
子
育
て
・
健
幸
課
へ
申
請

（
対
象
と
な
る
か
迷
う
場
合
は
、
ご
相
談

く
だ
さ
い
。）

問
い
合
わ
せ
先　
子
育
て
・
健
幸
課
（
内

線
５
３
０
4
）

　
が
ん
を
発
症
し
治
療
を
受
け
た
人
に
対

し
て
、
医
療
用
補
正
具
（
医
療
用
ウ
ィ
ッ

グ
＝
全
頭
用
、
ま
た
は
乳
房
補
正
具
）
の

購
入
費
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

対
象
者　
次
の
項
目
を
全
て
満
た
す
人

・�

補
正
具
を
購
入
し
た
日
お
よ
び
申
請
時

に
羽
島
市
の
住
民
基
本
台
帳
に
登
録
さ

れ
て
い
る
人

・�

が
ん
の
治
療
（
手
術
、
薬
物
治
療
、
放

射
線
治
療
等
）
を
受
け
た
人
、
ま
た
は

治
療
を
受
け
て
い
る
人

・�

申
請
を
行
う
補
正
具
に
つ
い
て
、
岐
阜

県
お
よ
び
県
内
市
町
村
の
助
成
を
受
け

て
い
な
い
人

助
成
対
象　

医
療
用
ウ
ィ
ッ
グ（
全
頭
用
）

と
装
着
に
必
要
な
頭
皮
保
護
用
の
ネ
ッ
ト

の
購
入
費
用
、
乳
房
補
正
パ
ッ
ド
ま
た

は
人
工
乳
房
と
こ
れ
ら
を
固
定
す
る
下
着

の
購
入
費
用

助
成
回
数　
補
正
具
の
種
類
ご
と
に
１
台

ず
つ
１
回

助
成
金
額　
購
入
金
額
の
２
分
の
１
か
ら

１
０
０
０
円
未
満
を
切
り
捨
て
た
額
（
上

限
２
万
円
）

申
請
方
法　
補
正
具
を
購
入
し
た
日
か
ら

１
年
以
内
に
必
要
書
類
を
子
育
て
・
健
幸

課
へ
提
出

問
い
合
わ
せ
先　
子
育
て
・
健
幸
課
（
内

線
５
３
０
３
）

　
５
月
は
軽
自
動
車
税
（
種
別
割
）
の
納

付
月
で
す
。納
期
限
は
５
月
31
日
㈮
で
す
。

　
税
・
料
の
お
支
払
い
は
、
口
座
振
替
が

お
す
す
め
で
す
。
登
録
し
た
口
座
か
ら
、

振
替
納
税
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　
収
納
課
（
内
線
２
２
４

３
）

今月の休日窓口業務 5 月 12 日（日）・26 日（日）午前 8 時 30 分～正午（市民課・保険年金課・税務課・収納課）

税
・
料
の
お
支
払
い
は
、
安
心
便
利
な
口
座
振
替
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
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令
和
７
年
羽
島
市「
二
十
歳
の
つ
ど
い
」

記
念
式
典
は
、
不
二
羽
島
文
化
セ
ン
タ
ー

で
開
催
予
定
で
す
。

日
時　
令
和
７
年
１
月
12
日
㈰
午
前
９
時

か
ら
受
付
開
始

対
象　
平
成
16
年
４
月
２
日
か
ら
17
年
４

月
１
日
生
ま
れ
の
人

※
現
在
市
内
に
住
民
登
録
が
な
く
て
も
、

該
当
期
間
に
生
ま
れ
、
市
内
小
中
学
校
の

卒
業
生
等
で
参
加
を
希
望
す
る
人
も
参
加

で
き
ま
す
。
８
月
以
降
に
生
涯
学
習
課
へ

申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

※
校
区
別
交
流
会
は
市
外
中
学
校
等
の
卒

業
生
で
も
、
希
望
す
る
校
区
の
交
流
会
に

参
加
で
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　
生
涯
学
習
課
（
内
線
６

１
３
５
）

　
石
綿
読
影
の
精
度
に
係
る
調
査
を
実
施

し
ま
す
。

資
格　
市
内
に
住
民
票
の
あ
る
40
歳
以
上

の
人

実
施
内
容　

石
綿
ば
く
露
に
関
す
る
問

診
、
胸
部
Ｘ
線
検
査
（
肺
が
ん
検
診
）

検
診
場
所　
市
民
病
院

実
施
期
間　

6
月
〜
8
月

費
用　
無
料
（
所
定
検
査
以
外
は
自
己
負

担
あ
り
）

申
込
期
限　
6
月
28
日
㈮

問
い
合
わ
せ
先　
子
育
て
・
健
幸
課
（
内

線
５
３
０
3
）

　
5
月
12
日
は
民
生
委
員
・
児
童
委
員
の

日
で
す
。
民
生
委
員
・
児
童
委
員
は
、
地

域
を
見
守
り
、
地
域
住
民
の
身
近
な
相
談

相
手
と
し
て
活
動
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で

す
。
相
談
内
容
に
応
じ
て
必
要
な
支
援
が

受
け
ら
れ
る
よ
う
、
行
政
や
専
門
機
関
な

ど
の
「
つ
な
ぎ
役
」
と
な
り
、
相
談
さ
れ

た
課
題
解
決
の
た
め
、
日
々
活
動
し
て
い

ま
す
。

　
ま
た
、
民
生
委
員
・
児
童
委
員
に
は
法

に
基
づ
く
守
秘
義
務
が
あ
り
、
相
談
内
容

や
個
人
の
秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
の
で
、
安

心
し
て
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　
福
祉
課
（
内
線
２
５
１

４
）

　
空
家
等
対
策
の
推
進
に
関
す
る
特
別
措

置
法
が
改
正
さ
れ
、
空
き
家
の
適
正
な
管

理
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
市
内
に
空
き
家
を
所
有
し
て
い
る
人
な

ど
を
対
象
に
、
空
き
家
の
管
理
や
相
続
、

売
却
な
ど
の
空
き
家
に
関
す
る
悩
み
を
専

門
家
に
相
談
で
き
る
個
別
相
談
会
を
開
催

し
ま
す
。
事
前
予
約
制
で
す
の
で
、
電
話

に
て
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

開
催
日
時　
５
月
・
７
月
・
９
月
・
11
月
・

1
月
・
３
月
の
第
２
火
曜
日　
午
後
２
時

～
４
時

予
約
先　
市
民
総
合
相
談
室
（
内
線
２
５

３
２
）

問
い
合
わ
せ
先　
生
活
安
全
課
（
内
線
２

１
５
２
）

　

桜
堤
サ
ブ
セ
ン
タ
ー
（
桑
原
町
小
薮
）

で
水
防
演
習
を
開
催
し
ま
す
。

日
時　
５
月
12
日
㈰
午
前
８
時
30
分
～

問
い
合
わ
せ
先　
土
木
監
理
課
（
内
線
２

１
１
６
）

小
児
が
ん
患
者
ワ
ク
チ
ン

再
接
種
費
用
を
助
成

田
植
え
用
水　

通
水
開
始

税
・
料
の
納
付

ぎ
ふ
・
さ
わ
や
か
口
腔
健
診

羽
島
市
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
推
進
融
資

医
療
用
補
正
具
の
購
入
費
を
補
助

期日 活動課題・内容

6⺼ 開校式（市福祉ふれあい会館）
7⺼ 環境問題に関する管外研修（長良川河口堰管理所）

8⺼ 健康づくり　健康体操
9⺼ 飲料品製造に関する管外研修（工場見学）

10⺼ 岐阜地区生活学校交流集会（羽島市）
ふるさとづくり運動岐阜県大会（岐阜市）

11⺼ 料理講習（地産地消）
12⺼ 伝統文化継承　しめ縄づくり

令和7年1⺼ 小物づくり
2⺼ 閉校式

羽島中央生活学校の参加者募集

　私たちの身の回りにあるテーマを取り上げて学習します。
安心・安全な暮らしについて一緒に考えませんか。

※活動内容は変更になる場合があります。　※活動日は平日
場所　市福祉ふれあい会館、市内コミュニティセンター等
年会費　1,000 円
申込期限　5月 24日（金）
申し込み・問い合わせ先　羽島中央生活学校事務局
　　　　　　　　　　　　（市民協働課内・内線 2312）

 

二は

た

ち
十
歳
の
つ
ど
い 

記
念
式
典

石
綿
検
診
の
案
内

民
生
委
員
・
児
童
委
員
と
は

空
き
家
に
関
す
る
相
談
会

水
防
演
習
の
開
催

       　写真を撮って LINE で送信

公道の舗装がめくれて穴があいてい
て危ない。そんなときも LINE の通
報フォームで簡単に通報できます。

羽島市公式 LINE
道路の穴を通報
羽島市公式 LINE
道路の穴を通報

ｉ

友だち追加
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♨今月の羽島温泉の休館日　5 月 7 日（火）・15 日（水）・25 日（土）
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講
師
に
な
り
た
い
・
講
師
と
し

て
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
を
目
指
し
た
い

人
、
講
座
の
企
画
や
運
営
の
ノ
ウ

ハ
ウ
を
学
び
ま
せ
ん
か
。

●
日
時
＝
５
月
29
日
㈬
午
後
３
時

～　
●
費
用
＝
５
０
０
円　
●
場

所
＝
不
二
羽
島
文
化
セ
ン
タ
ー　

●
申
込
期
限
＝
５
月
22
日
㈬　
●

詳
し
く
は
、
生
涯

学
習
課
（
内
線
６

１
３
３
）
へ

ス
ポ
ー
ツ
推
進
審
議
会

●
人
員
＝
２
人
以
内　
●
資
格
＝

市
内
に
１
年
以
上
居
住
し
、
平
日

昼
間
の
会
議
に
参
加
で
き
、
他
の

付
属
機
関
等
の
委
員
・
市
議
会
議

員
・
市
職
員
で
な
い
人　
●
任
期

＝
６
月
１
日
～
令
和
８
年
５
月
31

日　
●
報
酬
＝
１
回
の
出
席
に
つ

き
６
０
０
０
円　
●
応
募
期
間
＝

５
月
１
日
～
20
日　

●
詳
し
く

は
、
ス
ポ
ー
ツ
推
進
課
（
内
線
６

１
３
８
）
へ

幼
児
向
け
英
語
遊
び

　
遊
び
を
通
し
て
、
親
子
で
英
語

に
触
れ
合
い
ま
す
。

●
日
時
＝
5
月
16
日
㈭
午
前
10
時

30
分
～
11
時
15
分　
●
場
所
＝
資

源
物
ス
ト
ッ
ク
ヤ
ー
ド　
●
定
員

＝
３
歳
ま
で
の
幼
児
と
そ
の
保
護

者
20
組　

●
参
加
料
＝
会
員
無

料
、
非
会
員
５
０
０
円　

※
申
し
込
み
多
数
の
場
合
は
会
員

優
先
で
す
。
詳
し
く
は
、
国
際
交

流
協
会
事
務
局（
市
民
協
働
課
内・

内
線
２
３
１
２
）
へ

赤
ち
ゃ
ん
タ
イ
ム

●
日
時
＝
５
月
２
日
㈭
・
16
日
㈭

午
前
10
時
30
分
～
正
午

お
は
な
し
ひ
ろ
ば

●
日
時
＝
５
月
11
日
㈯
・
25
日
㈯

午
後
２
時
～
３
時

図
書
館
で
ボ
ー
ド
ゲ
ー
ム

●
日
時
＝
５
月
19
日
㈰
午
前
10
時

～
正
午

◇
開
館
＝
午
前
10
時
〜
午
後
６
時

◇
休
館
日
＝
５
月
７
日
㈫
・
13
日

㈪
・
20
日
㈪
・
27
日
㈪
・
31
日
㈮
、

６
月
３
日
㈪

※
詳
し
く
は
、
図
書
館
☎
（
３
９

２
）
２
２
７
０
へ

企
画
展
「
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
の
歴

史
展
」

●
期
間
＝
6
月
16
日
㈰
ま
で

映
画
の
集
い
「
十
七
人
の
忍
者
」

●
日
時
＝
５
月
11
日
㈯
午
前
10
時

～
、
午
後
２
時
～

マ
イ
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
「
創
作
和
紙

細
工
」
展

●
期
間
＝
５
月
25
日
～
7
月
15
日

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
「
和
紙
人
形
の

モ
ビ
ー
ル
作
品
づ
く
り
体
験
」

●
日
時
＝
６
月
16
日
㈰
午
後
１
時

～
3
時　
●
費
用
＝
１
０
０
０
円　

●
申
し
込
み
方
法
＝
同
資
料
館
に

電
話
で
申
し
込
む

◇
入
館
料
＝
高
校
生
以
上
３
０
０

円
、
中
学
生
以
下
無
料　
※
マ
イ

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
参
観
は
無
料　

◇
開
館
＝
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

◇
休
館
日
＝
５
月
７
日
㈫
・
13
日

㈪
・
20
日
㈪
・
27
日
㈪
、
６
月
３

日
㈪

※
詳
し
く
は
、
同
資
料
館
☎
（
３

９
１
）
２
２
３
４
へ

糖
尿
病
教
室
・
相
談
会

●
日
時
＝
５
月
13
日
㈪
午
後
２
時

～
３
時　
●
テ
ー
マ
＝
「
糖
尿
病

の
運
動
療
法
」「
野
菜
足
り
て
い
ま

す
か
？
野
菜
摂
取
の
コ
ツ
」　

●

場
所
＝
市
民
病
院
診
療
棟
３
階
講

義
室　
●
参
加
料
＝
無
料

市
民
公
開
セ
ミ
ナ
ー

●
日
時
＝
５
月
８
日
㈬
午
後
２
時

～
３
時
30
分　
●
テ
ー
マ
＝
「
女

性
の
生
活
習
慣
病
」　

●
場
所
＝

市
民
病
院
診
療
棟
３
階
講
義
室　

●
参
加
料
＝
無
料

※
詳
し
く
は
、
市
民
病
院
☎
（
３

９
３
）
０
１
１
１
へ

所
蔵
品
展
「
静
か
な
る
も
の
と
の

対
話
︱
花
・
果
実
・
空
間
」

　
「
静
物
画
」
と「
静
寂
」
を
テ
ー

マ
と
し
た
作
品
を
紹
介
し
ま
す
。

●
期
間
＝
６
月
２
日
㈰
ま
で

関
連
イ
ベ
ン
ト

①
デ
ッ
サ
ン
を
楽
し
も
う

●
講
師
＝
今
井
田
一
已
館
長　
●

日
時
＝
５
月
12
日
㈰
午
後
１
時
30

分
～
３
時
30
分　
●
定
員
＝
８
人　

●
材
料
費
＝
１
０
０
円

②
色
あ
そ
び
か
ら
作
品
制
作
を
し

て
み
よ
う

●
講
師
＝
今
井
田
一
已
館
長　
●

日
時
＝
５
月
23
日
㈭
午
後
１
時
30

分
～
３
時
30
分　
●
定
員
＝
８
人　

●
材
料
費
＝
２
０
０
円

③
静
物
画
を
描
い
て
み
よ
う

●
講
師
＝
小
畑
恭
子
氏
（
一
陽
会

運
営
委
員
、
市
美
術
協
会
会
員
）　

●
日
時
＝
５
月
18
日
㈯
午
後
１
時

30
分
～
３
時
30
分　
●
定
員
＝
８

人　
●
材
料
費
＝
２
０
０
円

④
学
芸
員
に
よ
る
展
覧
会
ガ
イ
ド

●
日
時
＝
５
月
8
日
㈬
・
25
日
㈯

の
午
後
１
時
30
分
～
２
時
30
分　

●
定
員
＝
各
回
６
人

※
い
ず
れ
も
別
途
入
館
料
が
必
要

で
す
。（
要
事
前
申
し
込
み
）

◇
入
館
料
＝
高
校
生
以
上
３
０
０

円
、
中
学
生
以
下
無
料　

◇
開
館
＝
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

◇
休
館
日
＝
５
月
７
日
㈫
・
13
日

㈪
・
20
日
㈪
・
27
日
㈪

※
詳
し
く
は
、
同
ギ
ャ
ラ
リ
ー
☎

（
３
９
３
）
０
９
５
１
へ

●
日
時
＝
６
月
２
日
㈰
午
後
０
時

30
分
～
３
時
（
受
付
）　

●
場
所

＝
羽
島
市
民
会
館　
●
参
加
料
＝

無
料　

●
詳
し
く
は
、
子
育
て
・

健
幸
課
（
内
線
５
３
０
２
）
へ

●
人
員
＝
４
人
予
定（
20
歳
以
上
）　

●
委
嘱
期
間
＝
7
月
１
日
～
令
和

７
年
6
月
30
日　
●
応
募
期
間
＝

５
月
７
日
～
13
日　

●
詳
し
く

は
、
木
曽
川
上
流
河
川
事
務
所
☎

（
２
５
１
）
１
３
２
６
へ

ガイド
  月の５

 

図
書
館

 

国
際
交
流
協
会

 

歴
史
民
俗
資
料
館
・
映
画
資
料
館

 

市
民
病
院

 

不
二
竹
鼻
町
屋
ギ
ャ
ラ
リ
ー

催

し

 

公
募
委
員

募

集

 

シ
テ
ィ
カ
レ
ッ
ジ
講
師
養
成
講
座

 

歯
と
口
の
健
康
フ
ェ
ス

そ
の
他

 

河
川
愛
護
モ
ニ
タ
ー
募
集

健康診査
（検診）名 内容 対象者

（市内に住民票がある人に限る） 実施期間 受診方法 費用

骨粗しょう症
検診

・問診
・骨量測定
・結果説明

以下の年齢に該当する女性
・40歳（昭和58年4月1日～59年3月31日生まれ）
・45歳（昭和53年4月1日～54年3月31日生まれ）
・50歳（昭和48年4月1日～49年3月31日生まれ）
・55歳（昭和43年4月1日～44年3月31日生まれ）
・60歳（昭和38年4月1日～39年3月31日生まれ）
・65歳（昭和33年4月1日～34年3月31日生まれ）
・70歳（昭和28年4月1日～29年3月31日生まれ）

６月1日
～

12月31日

受診券を持参
の上、実施医療
機関を受診

CXD法、DIP法、
SXA法、DXA法、
pQCT法
700円

超音波法
600円

DXA法（腰椎）
1,000円

肝炎ウイルス
検診

・問診
・血液検査
・結果説明

40歳以上（昭和59年3月31日以前の生まれ）で
過去に肝炎ウイルス検診を受けたことがない
人

受診券を持参
の上、実施医
療機関を受診
（41歳以上の
人は12月16日
（月）までに子
育て・健幸課へ
申し込む。40
歳の人は申し
込み不要）

HCV抗体検査・
HBs抗原検査
1,000円

HCV抗体検査のみ
900円

HBs抗原検査のみ
800円

成人歯科
健康診査

・問診
・歯の状態
・歯肉の状態
・口腔粘膜の状態
・歯口清掃状態
・歯石付着状態
・歯科保健指導
・口腔機能評価
（60・65・70歳）

以下の年齢に該当する人
・20歳（平成15年4月1日～16年3月31日生まれ）
・30歳（平成5年4月1日～6年3月31日生まれ）
・40歳（昭和58年4月1日～59年3月31日生まれ）
・45歳（昭和53年4月1日～54年3月31日生まれ）
・50歳（昭和48年4月1日～49年3月31日生まれ）
・55歳（昭和43年4月1日～44年3月31日生まれ）
・60歳（昭和38年4月1日～39年3月31日生まれ）
・65歳（昭和33年4月1日～34年3月31日生まれ）
・70歳（昭和28年4月1日～29年3月31日生まれ）
※ただし、自分の歯が1本以上ある人

6月1日
～

令和7年
2月28日

歯科医院に電話
予約の上、受診
券を持参し受診

500円

5 月下旬に受診券を送付

健康診査・検診を実施
健康診査・検診を下表のとおり実施します。対象者に受診券を
送付しますので、実施医療機関、費用、受診方法を確認の上、
受診してください。受診券がないと受けられません。

注意事項
・各健康診査・検診は、1人 1回のみ受診できます。受診券は送付された本人のみ利用できます。
・生活保護世帯の人は無料です。検診を受ける前に必ず子育て・健幸課へご連絡ください。
　（各健康診査・検診終了日の 1カ月前まで）
・令和 6年 3月 31日時点で 40歳以上 5歳刻みの年齢に達する人は、肝炎ウイルス検診の費用が無料です。
問い合わせ先　子育て・健幸課（内線 5303）

申し込み
フォーム



日　時　7月 21日（日）　午後 2時～
入場料　全席自由 500円（当日同額・税込・3歳以上有料）
チケット販売日　
電話予約・来館販売　5 月 19 日（日）午前 9 時～

子どもたちのための合唱団で、当館を拠点に指導の先生と一
緒に楽しく練習をしています。令和 5年度は、不二羽島文化
センター 25周年記念イベント、ランチタイムコンサートに出
演しました。合唱経験がない人も安心してご参加ください。
対象　幼稚園保育園（年長）・小学生・中学生・高校生
　　　（住まいは市内外問いません）
募集人数　30人　　　　　年会費　7,500 円
募集期間　7月 26日（金）まで

休館日　5月 7日 (火)・14日 (火)・21日 (火)・28日 (火)

ぎふ羽島吹奏楽団　第 21 回定期演奏会

●祝日は、全ての相談を休みます。
●相談は無料で、秘密は厳守します。
●予約については、事前にお問い合わせください。
●場合により中止になることがあります。

種別 相談日 時間
行政相談 6月6日 13：00~15：00

法律相談
（予約制） 5月24日 13：00~15：00

交通事故相談 毎週火曜日 10：00~16：00

年金・社会保険
労働相談（予約制） 6月3日 13：00~16：00

心配ごと相談
（予約制） 5月17日 13：00~16：00

人権相談 5月9日 13：00~15：00

特設人権相談 6月3日 13：00~15：00

就業促進相談 毎週月・木曜日 13：00~15：00

登記・相続相談
（予約制） 5月21日、6月5日 13：00~16：00

空き家相談
（予約制） 5月14日 14：00~16：00

不動産相談
（予約制） 5月15日 13：00~16：00

建築設計相談
（予約制） 5月22日 13：00~16：00

多重債務相談
（予約制） 6月18日 13：00~16：00

消費生活相談 毎週月・火・木・金曜日 9：00~12：00
13：00~16：00

おみサポ・ぎふ
登録受付 毎週月～金曜日 10：00~16：00

information+
相談ダイアリー 不二羽島文化センター

問い合わせ先　不二羽島文化センター☎ (393)2231
ホームページアドレス　https://hashima-culture.jp

問い合わせ先　市民総合相談室（内線2532）

市と株式会社バローホールディングスは、相互の連携を強化
し、持続可能な住みよいまちづくりの実現のため、健康・福
祉の増進や防災・災害の対応、教育・スポーツの推進などを
柱とした包括連携に関する協定を締結しました。市が主催す
るイベントに、バローホールディングスの管理栄養士・イン
ストラクターの派遣やブース出店を予定しています。

フードドライブポスト 市内 3 箇所に設置
連携協定に基づき、バロー羽島インター店、V・drug 羽島北店、
V・drug 羽島南店で、フードドライブポストを設置しました。
フードドライブポストとは、家庭で使いきれなくなった食品
をポストに入れ、必要な人へ届けるものです。市では、バロー、
市内の社会福祉法人と連携し、フードドライブの活動を展開
します。ポストに入れられる食品は、次のとおりです。
●常温保存ができる未開封のもの
●１カ月以上賞味期限があるもの
●缶詰、レトルト食品、インスタント
　食品、乾麺、お米、お菓子、飲料
　（アルコール除く）

バローと連携協定を締結
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羽島市文化センター合唱団 Jr. 団員募集

問い合わせ先　協定に関することは総合政策課（内線 2343）、
　　　　　　　フードドライブポストに関することは福祉課（内線 2515）

は
し
ま

愛愛

市
長
の
コ
ラ
ム

　
元
旦
に
発
生
し
た
能
登
半
島
地
震
の
つ
め

跡
は
、
未
だ
に
残
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で

に
体
験
し
た
こ
と
の
な
い
地
震
が
、
重
層
的

な
被
害
を
発
生
さ
せ
、
被
災
者
の
方
々
に
塗

炭
の
苦
し
み
を
及
ぼ
し
て
い
ま
す
。

　
識
者
の
分
析
に
よ
れ
ば
、
能
登
半
島
地
震

の
被
害
特
性
は
激
甚
性
、
多
様
性
、
連
鎖
性

の
三
分
野
に
ま
と
め
ら
れ
ま
す
。激
甚
性
は
、

被
災
地
に
お
け
る
被
害
の
発
生
密
度
や
被
災

の
強
度
が
、
著
し
く
大
き
か
っ
た
こ
と
に
あ

り
ま
す
。

　
奥
能
登
地
方
の
珠
洲
市
、
輪
島
市
、
能
登

町
、
穴
水
町
、
中
能
登
町
、
志
賀
町
の
２
市

４
町
で
は
、
世
帯
数
当
た
り
の
被
災
率
が
７

割
に
上
り
ま
し
た
。珠
洲
市
と
輪
島
市
で
は
、

被
災
住
戸
の
６
割
が
全
半
壊
し
ま
し
た
。

　
多
様
性
で
は
強
い
揺
れ
を
は
じ
め
、
津
波

の
襲
来
、
地
盤
隆
起
・
液
状
化
、
山
腹
の
崩

壊
や
岩
石
落
下
、
河
道
の
閉
塞
に
加
え
、
市

街
地
で
の
火
災
等
、あ
ら
ゆ
る
事
象
が
発
生
。

日
常
生
活
は
も
と
よ
り
、
地
域
の
伝
統
文
化

や
経
済
活
動
全
般
が
破
壊
さ
れ
、
復
旧
困
難

な
打
撃
を
与
え
ま
し
た
。

　
連
鎖
性
で
は
、
道
路
や
上
下
水
道
等
の
ラ

イ
フ
ラ
イ
ン
が
壊
滅
状
態
と
な
り
、
情
報
伝

達
が
遮
ら
れ
、
救
援
隊
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

参
入
や
物
資
の
到
着
が
妨
げ
ら
れ
ま
し
た
。

救
い
の
手
の
兆
し
が
み
え
な
い
、
長
期
の
孤

立
無
援
状
態
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
崩
壊
や

関
連
死
の
発
生
に
も
つ
な
が
り
ま
し
た
。

　

能
登
半
島
地
震
の
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
は

７
・
６
。
阪
神
淡
路
大
震
災
や
熊
本
地
震
の

７
・
３
を
上
回
り
、
二
つ
の
地
震
の
何
倍
も

の
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
放
出
さ
れ
ま
し
た
。
動
い

た
断
層
の
長
さ
は
１
５
０
㎞
で
、
阪
神
淡
路

大
震
災
の
50
㎞
を
は
る
か
に
上
回
る
、
我
が

国
の
直
下
型
地
震
と
し
て
は
最
大
級
の
規
模

で
し
た
。

　
能
登
半
島
地
震
の
特
徴
は
、
①
地
震
の
揺

れ
が
１
分
の
長
期
と
な
っ
た
こ
と
。
②
最
大

４
ｍ
の
地
盤
隆
起
を
伴
っ
た
こ
と
。
③
数
年

前
か
ら
群
発
地
震
が
繰
り
返
し
て
発
生
し
て

い
た
こ
と
で
す
。
こ
れ
ら
の
特
徴
に
対
し
、

被
害
拡
大
防
止
の
観
点
か
ら
次
の
課
題
を
列

記
し
ま
す
。

▽
耐
震
性
を
備
え
た
木
造
家
屋
が
、
長
時
間

の
揺
れ
で
倒
壊
し
た
こ
と
に
よ
る
木
造
家
屋

耐
震
基
準
の
弾
力
化
。

▽
避
難
時
に
お
け
る
関
連
死
対
策
の
強
化
。

▽
仮
住
ま
い
時
に
お
け
る
人
と
の
つ
な
が
り

（
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
）
の
継
続
。

▽
交
通
・
情
報
等
が
寸
断
さ
れ
た
方
へ
の
補

給
・
救
出
ル
ー
ト
の
確
保
。

▽
官
民
協
働
体
制
の
再
構
築
。

　
私
は
市
職
員
当
時
、
阪
神
淡
路
大
震
災
に

よ
っ
て
被
災
し
た
芦
屋
市
へ
、
１
週
間
派
遣

さ
れ
ま
し
た
。
避
難
所
の
玄
関
で
寝
泊
ま
り

し
、
寝
袋
を
利
用
し
な
が
ら
避
難
さ
れ
た

方
々
と
生
活
し
ま
し
た
。
そ
の
折
に
も
思
い

ま
し
た
が
、
大
規
模
災
害
時
に
は
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
や
避
難
所
の
運
営
、
各
種

相
談
窓
口
で
の
対
応
を
図
る
的
確
な
ル
ー
ル

作
り
が
急
務
で
あ
る
と
改
め
て
感
じ
ま
し

た
。

第
114
回

羽
島
市
長　
松
井　

聡

「
課
題
整
理
し
減
災
へ
」



行事名【対象者】 期日等 時間

乳幼児相談
【乳幼児】 5月 16日 (木)・28日(火)

9：00～ 11：30
（受付）

※計測のみは予約不要

離乳食教室（初中期）
【5カ月前後の児】 5月 21日 (火) 9：45～ 10：00

（受付）

健康相談 随時 9：00～ 17：00

精神保健（こころ）の相談 5月 27日 (月) 13：30～ 15：30

胃内視鏡検査による
胃がん検診

（医療機関委託）
【50歳以上】

令和 7年 2月 28 日(金)
まで

実施医療機関の診療
時間内です。詳細は
ホームページ（二次
元コード）からご確
認ください。大腸がん検診

（医療機関委託）
【40歳以上】

子宮がん検診
（医療機関委託）
【20歳以上の女性】

期日 医療機関 (医科・歯科 )

5月 3日
(金)

小田内科（足近町）
☎（392）1225

おかだ歯科クリニック（桑原町）
☎（398）3188

5 月 4日
(土)

加地内科（足近町）
☎（392）6688

おんだ歯科クリニック（足近町）
☎（391）9222

5 月 5日
(日)

河合胃腸科クリニック（竹鼻町）
☎（392）5118

かわい歯科クリニック（竹鼻町）
☎（394）1015

5 月 6日
(月)

かわむら内科胃腸科（舟橋町）
☎（392）2281

かわむら歯科クリニック（竹鼻町）
☎（391）6480

5 月 12日
(日)

丸の内クリニック（竹鼻町）
☎（393）0765

入山歯科医院（上中町）
☎（392）8214

5 月 19日
(日)

黒田医院（桑原町）
☎（398）8201

おかだ歯科クリニック（桑原町）
☎（398）3188

5 月 26日
(日)

さの内科クリニック（小熊町）
☎（391）8802

いわさ歯科（正木町）
☎（391）4182

6 月 2日
(日)

天外メンタルクリニック（福寿町）
☎（392）1502

おんだ歯科クリニック（足近町）
☎（391）9222

父：新美亘輝さん　母：穂乃果さん　〔福寿町〕

（
４
歳
０
カ
月
）

応募はコチラ 父：横井靖法さん　母：まりこさん　〔正木町〕

（
０
歳
10
カ
月
）

休日急病診療 診療時間
午前9時～午後2時

※事前に当番医に電話の上、受診してください。
※必ず保険証を持参してください。
※往診はありません。

母子健康手帳の交付 妊娠が明らかになった人は、早めに母子健康手帳の交付を受けましょう。予約制となりますので必ず事前に
ご連絡ください。（所要時間 40分）　予約先　子育て・健幸課（内線 5302）

■人口 66,412 人（－ 317）・男 32,746 人・女 33,666 人
■世帯数 27,953 世帯（＋ 293） 令和 6年 4月 1日現在
※（　）は前年同月との比較

20
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羽島市の最新情報
SNSでチェック！ F

フ ェ イ ス ブ ッ ク
acebook X

エックス
I
イ ン ス タ グ ラ ム
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※会場は特に指定がない限り、市保健センターです。
※事前予約制です。お電話でお申し込みください。
※市内に住民票がある人が対象です。
※�生活保護世帯の人はがん検診費用が無料のため、検診を受ける前に子育
て・健幸課へご連絡ください。
※子どもの健康診査は個別に郵送する案内文書でご確認ください。

問い合わせ先
子育て・健幸課（内線 5302）保健コーナー5月

がん検診を推進　対象者に案内を送付
特定の年齢の人は子宮頸がん検診・乳がん検診を無料で受けられます。
子宮頸がん検診　平成 15年 4月 2日～ 16年 4月 1日生まれの女性、
　　　　　　　　平成 10年 4月 2日～ 11年 4月 1日生まれの女性
乳がん検診　　　昭和 58年 4月 2日～ 59年 4月 1日生まれの女性
問い合わせ先　子育て・健幸課（内線 5303）

（
２
歳
６
カ
月
）

凛り

つ月
ち
ゃ
ん


